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を浴びるようになった。高速発展の波に乗って、洛陽の GDP は 1992 年の 103.52
億人民元から、2005 年の 1100 億元に急増した。さらに、それからわずか四年後
















                                                  




3この現象に関しては、阮煜琳「中國不應千城一面」（『中國建設報』2005 年 12 月 14 日 第
八版）、单文翔『文化遺産保護與城市文化建設』(北京：中國建築工業出版社、2009 年 1 月)P
２～5、呉良鏞「論中国建築文化研究輿創造的歴史任務」（『城市規画』2003 年第 1 期）P12
～16 などに論じられている。 



























ある。歴史景観回復のために、2004 年、洛陽市は 3000 万人民元を投資し、敷地
                                                  
5河南科学技術大学文化遺産保護研究チーム「洛陽都市発展と文物保護の経験と教訓研究」



















                                                  
6馬佳「洛陽旅行の問題分析及び発展対策」（『市場論壇』2011 年第 7 期、総第 88 期）、鐘
慶倫、劉笑歌「洛陽旅行景区標識語翻訳範例化研究」(『洛阳理工学院学报社会科学版』24




















①  都としての歴史が相当長い。 
②  信頼できる歴史記録が多く、文学作品や絵作に表現され、深い文化的影響力
を持つ。 
③  比較的に多くの遺跡や歴史景観が残されている。 
洛陽の都市の歴史は約 4000 年あり、この土地に都を置いた王朝の数について
は長い間歴史学者の間に議論があるが8、現在、一般的な説によると都城史は 14
王朝の 1667 年間であり、副都の時代も入れると 2207 年間となる9。歴史の長さ
は京都を越え、関係する文献記載や著作記述も多い。前に述べた要因から、で今
までの文化遺産策は遅れているが、竜門石窟、関羽の墓地、白馬寺など重要文化
                                                  
8議論の主な焦点は前漢の都としての数か月、及び武周の神都（690-705 年）などを計算に
入れるかどうかをめぐるものである。 



























                                                  
10京都の「唐名」について、嶋本尚志「京都唐名考」（『博物館学年報』第 35 号、2003 年
12 月）、Ｐ48-63 に詳しく論じている  




























                                                  
12デイビィッド・スロスビー著（中谷武雄等監訳）『文化経済学－創造性の探求から都市再









































京都は平安京以来、千年の都を誇ってきたが、1869 年（明治 2 年）の皇室の
東京移転によって大きな打撃を受けた。「京都の繁栄は朝廷に負うところ極めて
大であったことは言うまでもない。遷都となれば、その衰退は目に見えていた13」
と記載されるように、近世中後期には 35 万前後の人口であったものが、1872 年










                                                  
13赤松俊秀、山本四郎『京都府の歴史』（山川出版社、1969 年 11 月）、Ｐ240。 
14脇田修、脇田晴子『物語 京都の歴史』（中央公論新社、2008 年 1 月）、Ｐ286。 




























































                                                  























































区が 17 地区約 17,938ha（全国の 11％）、歴史的風土保存区域が 14 地区約 8,513ha
（全国の 42％）、歴史的風土特別保存地区が 24 地区約 2,862ha（全国の 32％）
                                                  
21Lewis Mumford 著（宋俊嶺等訳）『城市の文化』（北京：中国建築工業出版社、2009 年 8





















また 2007 年学校基本調査によると、人口 100 万人当たりの大学数では、京都





                                                  
222008 年 4 月のデータ、出所は京都商工会議所「京都の産業・智恵の発信」報告書
http://www.kyo.or.jp/chie/report/repo01.html 
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究科、2006 年 3 月 9 日）の内容を参考。  





























                                                  





















































 第一章 先秦時代における洛陽の文化表象―天下の中心  


























1994 年１月）等がある。  




























                                                  





















                                                  



















                                                  
35岡村秀典「中国のはじまり―夏殷周三代の洛陽」（気賀澤保規編『洛陽学国際シンポジウ
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41塩沢祐仁『千年帝都洛陽 その遺跡と人文・自然環境』（雄山閣、2010 年 1 月）、Ｐ4 を
参考。  
42気賀澤保規編『洛陽学国際シンポジウム報告論文集 東アジアにおける洛陽の位置』（汲



























                                                  
43稲畑耕一郎「中国古代文明と黄河」『月刊しにか』（大修館書店、2001 年第一期）、Ｐ30。 





























                                                  
46安部健夫『中国人の天下観念－政治思想史試論』（『元代史の研究』創文社、1972）に詳
しい論述がある。 
47楊寛著（西嶋定生監訳）「中国都城の起源と発展」（学生社、1987 年 11 月）、Ｐ59。  
48呂不韋『呂氏春秋』巻十七審分覧（六）慎勢、訳は楠山春樹『呂氏春秋（中）』（明治書
























て、洛陽はまさにその「中国」の位置にあったのである 50」と断言した。  
確かな傍証として、早期の文献に「洛邑」あるいは「成周」を「中国」とする
                                                  
49これに関する先行研究が多く、伊藤道治「西周王朝と洛邑」（伊藤氏『中国古代国家の支
配構造』中央公論社、1987 年）、李学勤「成周建設論―「何尊」の銘文」（五井直弘編『中
国の古代都市』汲古書院、1995 年）、葛兆光『宅兹中国』（中华书局、2011 年 2 月）などが
ある。 
50岡村英典「中国のはじまり―夏殷周三代の洛陽」（気賀澤保規編『洛陽学国際シンポジウ




























                                                  
51『 古の中国』（北京：科学出版社、2009 年 8 月）の作者、二里頭遺跡考古学者の許広が
二里頭遺跡は 古の中国の区内に 古の大型都邑であることを指摘、洛陽盆地を中国とさ
れる時代を更に古い夏の時代まで溯れると見ている。 






















                                                  
53尾形勇等『中国の歴史 12（日本にとって中国はなにか）』（講談社、2005 年 11 月）、Ｐ186。 
54内藤虎次郎『内藤湖南全集』第一巻(筑摩書房、1970 年 9 月)、Ｐ22。 



















関するプロジェクト58によって今から 3600 年以上前の中国 古の都―夏都斟鄩
と判明されている。これについて、日本の夏王朝研究の第一人者である岡村秀典
も、2004 年 1 月 17 日付けの朝日新聞で、遺跡の規模や出土品などから二里頭遺
跡が「紀元前 1700 年ごろの夏王朝の 後の王、桀がいた都の斟尋の跡である可
                                                  
56司馬遷『史記』卷貨殖列伝第六十九、訳文は武田尾吉『史記国字解第八巻』（早稲田大学
出版社、1929 年 10 月）、Ｐ446。  
57司馬遷『史記』封禅書第六、訳文は武田尾吉『史記国字解第二巻』（早稲田大学出版社、
1927 年 10 月）、Ｐ467。 
58古代の歴史年代の空白を埋めることが目的に、中国の科学技術重点プロジェクトとして、






また、1983 年、中国社会科学研究院は洛陽市から西に約 30 キロの偃師尸郷沟
近辺の考古発掘活動で、商城遺跡を発見し、当時の重大な歴史発見となった。殷


















洛陽はいわばそういう意識の空間的な中心であった 62」と指摘している。  
                                                  
59横堀克己「姿現した中国 古の王朝の都」（『人民中国』2005 年 2 月号）
http://www.peoplechina.com.cn/maindoc/html/200502/muci.htm 
60横堀克己「空白が埋められていく中国古代史」（『人民中国』2005 年 2 月号）、同上。 
61斯波義信・浜口允子『中国の歴史と社会』（放送大学教育振興会、1998 年 3 月 20 日）、P22。 





























                                                  




























                                                  
64『春秋左氏伝』宣公三年、竹内照夫（訳）『春秋左氏伝（上）』（集英社、1974 年 2 月）、
Ｐ456－457。 
65大室幹雄『桃源の夢想――古代中国の反劇場都市』（三省堂、1984 年 1 月）、Ｐ10-33。  


























第四節 洛陽の「天下の中心」としての影響  
                                                  
67原文は『洛陽伽藍記』巻二、王文進「北魏文士對南朝文化的二種態度」『南朝山水と長城想
像』（台北：里仁書局、2008 年 6 月）P369-370、王美秀「空間決定文化」『洛陽伽藍記的文化












時代 背景 正史の記録 出所 
漢 漢 高 祖 は 都 を









王 莽 は 新 を 建
国、洛陽に遷都
の予定を表明 

























孝 文 帝 は 平 城










隋 煬 帝 大 興 城





























巻 193 唐紀 
武周 武 則 天 は 帝 位
に就くため、洛










范 仲 淹 は 洛 陽




『 宋 史 』 卷







































第二章 後漢時代における洛陽の文化表象  






















                                                  
68明・顧祖禹著『読史方輿紀要』（中華書局、2005 年 3 月）、Ｐ2037。 




























                                                  
70後漢・班固『漢書』（中華書局、1975 年 4 月）、P2119。  
71司馬遷『史記』周本紀第四、訳文は武田尾吉『史記国字解第一巻』（早稲田大学出版社、



























                                                  
72王國維「宋元戲曲史·序」『王国維戯曲論文集』（台北：里仁書局、2005 年），Ｐ３。 
73褚斌傑（福井佳夫訳）『中国の文章―ジャンルによる文学史』（汲古書院、2004 年）、Ｐ16。 



























                                                  
75陳君「両都賦の創作と後漢前期の政治趨勢」（『文学評論』2010 年 02 期）、Ｐ114。 
76以下「両都賦」に関する書き下しはすべて小尾郊一『全訳漢文大系（26 巻）文選（文章
編）』（集英社、1974 年 6 月）、Ｐ56～117 を参照する。 


























































                                                  













































世風民俗 遊俠逾侈，犯義侵禮 同履法度，翼翼濟濟 








































                                                  
































                                                  
83渡邊義浩『後漢における「儒教國家」の成立』（汲古書院、2009 年 4 月）に詳しい論述が
ある。   



























                                                  
85宋•司馬光『資治通鑑』巻六十八(北京:改革出版社,文白對照今譯資治通鑒本,1998 年 3
月)、P1361。 
86狩野直喜『両漢学術考』（筑摩書房、1988 年 10 月）、P123。 






























                                                  





























                                                  
91銭穆『中国文化史導論』（台北：商務印書館、1993 年 5 月）、Ｐ138。 
92銭穆『中国文化史導論』（台北：商務印書館、1993 年 5 月）、Ｐ148。 
93「文学の自覚」は鈴木虎雄、魯迅などに、「美学（芸術）の自覚」は宗白華、李澤厚など
に、「士の自覚」は余英時などによって論じられている。 
























































                                                                                                                                                                       
古書院、1975 年 9 月）、Ｐ308。 
97それは西晋初代の武帝（280 年）から恵帝の末年（306 年）までの時期を指す。森鹿三『分
裂の時代 魏晋南北朝』（人物往来社、1967 年 1 月 15 日）、Ｐ11。 





























                                                  






























                                                  
100森鹿三『分裂の時代 魏晋南北朝』（人物往来社、1967 年 1 月 15 日）、Ｐ62。 





























諠譁照邑里   諠譁  邑里を照らし 




洛陽佳麗所   洛陽 佳麗の所 
大道滿春光   大道に 春光滿つ 
―梁・簡文帝「和湘東王橫吹曲三首」其一『楽府詩集』 
洛陽九逵上   洛陽 九逵の上 
羅綺四時春   羅綺 四時春なり  
路傍避驄馬   路傍 驄馬を避け 


















                                                  
102橘英範「六朝詩に詠じられた洛陽」（『洛陽の歴史と文学』（佐川英治編集、岡山大学文
























































                                                  



























                                                  
104後漢・王符『潜夫論』巻三、浮侈第十二（古典研究会編『和刻本 諸子大成第三輯』汲
古書院、1975 年 9 月）、Ｐ308。  
105岡崎文夫『魏晋南北朝通史』（弘文堂書房、1943 年 10 月）、Ｐ436。 
72 
 


























                                                  
106岡崎文夫『魏晋南北朝通史』（弘文堂書房、1943 年 10 月）、Ｐ461。 
107余英時「私と中国思想史研究」（『東アジア文化交渉研究』別冊Ⅰ、関西大学文化交渉学




























                                                  
108武内義雄『中国思想史』（岩波書店、1957 年 9 月）、Ｐ169。 





























                                                  






















第三節 融合する民族（五胡十六国、南北朝を中心に）  
一、民族の大移動及び「華夷思想」  
１．民族の大移動 






























































                                                  
113斯波義信・浜口允子『中国の歴史と社会』（放送大学教育振興会、1998 年 3 月）、Ｐ22。 
114岸本美緒『中国社会の歴史的展開』（放送大学教育振興会、2007 年 4 月 1 日）、Ｐ15。  




























                                                  

























































                                                  













































喞喞復喞喞  ぎぃぎぃ ぎぃぎぃ（機の音を表す擬声語）  
木蘭當戸織  木蘭は戸口で機を織る  
不聞機杼聲  機の音が とだえて  
唯聞女歎息  溜息だけが聞こえてくる  
…… 
昨夜見軍帖  昨夜、徴兵の名簿を見た  
可汗大點兵  主君は大いに兵員を調べ  
軍書十二巻  軍の文書は十二巻  
巻巻有爺名  どの巻にも父の名があり  
阿爺無大兒  父さんには大きな子がなく、  
木蘭無長兄  木蘭には上に兄なし  
                                                  
118八木章好『中国古典文学二十講』（白帝社、2003 年 6 月 6 日）、P51。  
119『楽府詩集』卷二五、「木蘭辞」に関する訳は伊藤正文、一海知義『中国古典文学大系 
漢・魏・六朝詩集』（平凡社、1972 年 2 月）Ｐ369～371 を参照。  
83 
 
願爲市鞍馬  鞍と馬とを買い入れて  










旦辭爺孃去  明け方 父母に別れて家を出て  
暮宿黄河邊  夕暮れ 黄河のほとりに泊まる  
不聞爺孃喚女聲  父母の娘を呼ぶ声を聞こえず  
但聞黄河流水鳴濺濺  黄河の水のざわざわと流れる音だけ  
旦辭黄河去  明け方黄河を離れて去り  





















   歸來見天子  帰還して天子にまみえる  
天子坐明堂  天子は御殿で謁見する 
…… 













































勅勒川陰山下     勅勒の川は陰山の下にあり 
天似穹廬，籠蓋四野  天は穹盧に似て，籠りて、四野を蓋ふ 
                                                  
122川本芳昭『中国の歴史 5 中華の崩壊と拡大』（講談社、 2005 年 2 月）、 P242。  
123南朝梁・費昶「詠照鏡」（南朝梁・徐陵編『玉台新詠』巻六）、中華詩辞ネット
http: / /www.zhsc .net /2005/04/24/345.html  
86 
 
天蒼蒼野茫茫     天は蒼蒼として野は茫茫たり 









   遙看孟津河  遙かに看る孟津の河 
楊柳鬱婆娑  楊柳鬱として婆娑なり 
    我是虜家兒  我是虜家の兒にして 





















李波小妹字雍容  李波小妹の名前は雍容という  
褰裳逐馬如捲蓬  裾をあげて、馬に乗ってすごく早い 
左射右射必疊雙  左から撃っても右から撃っても百発百中 
婦女尚如此    女子尚そうだったんですが 

















































                                                  


























































                                                  



























                                                  






























                                                  





























                                                                                                                                                                       
132「双璧」も『洛陽伽藍記』と『水経注』説、『洛陽伽藍記』と『木蘭辞』説がある。  
133北魏•楊衒之（入矢義高訳注）『洛陽伽藍記』卷二（平凡社、1990 年 4 月）、Ｐ253。  
94 
 

























                                                  
134北魏•楊衒之（入矢義高訳注）『洛陽伽藍記』卷二（平凡社、1990 年 4 月）、Ｐ255。 































                                                  































                                                  
137服部克彦『北魏洛陽の社会と文化』（シネルボー書房）、Ｐ6-17。 





























                                                  
139銭穆『中国文化史導論』（台北：商務印書館、1993 年 5 月）、Ｐ150。 


















































                                                  
141吉川幸次郎『中国文学入門』（講談社、1976 年 6 月）、Ｐ103-104。 




























                                                  
143松浦友久『詩語の諸像』（研文出版、1981 年 4 月）、Ｐ3。 






唐のはじめに、「東都」の称が廃止され、唐太宗貞観 6 年（632 年）に「洛陽


















                                                  















調べてみた。中国の古代から清まで、作者 13168 人の作品 292625 篇を収録して、
詩詞に関する中国 大の検索エンジニア「詩詞総匯」149を使用して調べた結果、











                                                  


























































                                                  
151ＮグレーザーＤ.Ｐ.モインハン（内山秀夫訳）『民族とアイデンティティ』（三嶺書房株
式会社、1984 年 6 月）、Ｐ42。  



























































            ─張籍（767-830）「洛陽行」 





























                                                  
154宮崎市定『大唐帝国』（中央公論社、1988 年 9 月）、Ｐ378。 
155本章の詩句の書き下しと説明は、松枝茂夫『中国名詩選』（岩波文庫、1983 年 9 月）、吉
川幸次郎、小川環樹編『唐詩選』(筑摩書房、昭和 44 年 11 月)、小川環樹『唐詩概説』『小
川環樹著作集第二巻』（筑摩書房、1977 年 2 月）、植木久行『唐詩の風土』（研文出版、1983


















天津三月時 （洛陽の天津橋 三月の時） 







黄金白璧買歌笑（黄金 白璧 歌笑を買ひ） 
一醉累月輕王侯（一醉月を累ねて王侯を輕んず） 
                                                  















































































洛陽城裏見秋風  （洛陽の城裏 秋風を見る） 
欲作家書意万重  （家書を作らんと欲して 意万重） 
復恐惣惣説不尽  （復恐る 惣惣説いて尽くさざるを） 




                                                  
158『シルクロード紀行 洛陽―郷愁の都』（週刊百科 週間シルクロード 44 号、朝日新聞
















奏でる笛をきく――「春夜 洛城に 笛を聞く」がある。 
    誰家玉笛暗飛聲（誰が家の玉笛ぞ 暗に 聲を飛ばす） 
散入春風滿洛城（散じて春風に入りて 洛城に 滿つ） 
此夜曲中聞折柳（此の夜 曲中 折柳を 聞く） 




















寒雨連江夜入呉（寒雨 江を連ねて 夜呉に入る） 






































客心爭日月 （客心 日月と争う）  
來往預期程 （来往 預(あらかじ)め 程(予定)を期す） 
秋風不相待 （秋風 相待たず） 




































































                                                  


























番号 所在地 名前 番号 所在地 名前 
                                                  
163森三樹座三郎、宇都宮清吉『中国古典文学大系第 9 巻 世説新語 顔氏家訓』（平凡社、
1969 年 4 月）、Ｐ34。  
164橘英範「六朝詩に詠じられた洛陽」『洛陽の歴史と文学』（佐川英治編集、岡山大学文学
部プロジェクト研究報告書 10、2008 年 3 月）、Ｐ31-62 を参照。 






















洛陽觀 １４ 重慶市 洛陽溪、洛陽鄉 




















































































































































                                                  
































                                                  




























                                                  



































    聞道河陽近乘勝，司徒急爲破幽燕。 
―「恨別」 

















































































                                                  
170本稿の李白に関する年代は筧久美子「李白略年譜」『李白』（角川書店、1988 年 8 月）Ｐ
367-379 を参照。 






























                                                  



























朝作猛虎行。 暮作猛虎吟。  
腸斷非關隴頭水。 淚下不為雍門琴。 
旌旗繽紛兩河道。 戰鼓驚山欲傾倒。  
秦人半作燕地囚。 胡馬翻銜洛陽草。  













西上蓮花山   西のかた蓮花山に上れば 
迢迢見明星   迢迢として明星を見る。 
素手把芙蓉   素手 芙蓉を把り 
虛步蹑太清   虚歩して 太晴を躡む。 
霓裳曳廣帶   霓裳 広帯を曳き 
飄拂升天行   諷払 天に昇り行く。 
邀我登雲台   我を邀えて雲台に登り 
高揖衛叔卿   高く揖す 衛叔卿。 
恍恍與之去   恍恍として之と与に去り 
駕鴻淩紫冥   鴻に駕して紫冥を凌ぐ 
俯視洛陽川   俯して洛陽川を視れば 
茫茫走胡兵   茫茫として胡兵走る。 
流血塗野草   流血 野草に涂まみれ 
































                                                  









攙槍掃河洛    攙槍 河洛を掃ひ 
直割鴻溝半    ただちに割鴻溝の半 
過江誓流水    江を過り 流水に誓ひ 
































二帝巡游倶未回  二帝巡游して倶に未だ回らず 
  五陵松柏使人哀  五陵の松柏人をして哀しましむ 
  諸侯不救河南地  諸侯は救はず河南の地 
















                                                  































































                                                  
175小川環樹「「古風」の宣言」『小川環樹著作集第二巻』（筑摩書房、1977 年 2 月）、Ｐ360。 




































第四節 中・晩唐における洛陽の文化的アイデンティティの新要素  
洛陽は安史の乱後も、ウィグル兵の駐屯や諸藩鎮の反乱で、しばしば戦火にみ
まわれ続け、人々は苦しみを被った。孟郊の「乱後 故郷の宅、多くは行路の塵
と為る (答盧虔故園見寄) 」、白居易の「洛陽 離乱の年、煙塵三川の上（憶洛
下故園）」のような詩から、洛陽の甚だ荒廃していた様子が見える。中尾健一郎















                                                  
177唐・李庾の「両都賦」は『文苑英華』巻四十四、『唐文粋』巻二などに収録されている。  
178中尾健一郎『古都洛陽と唐宋文人』（汲古書院、2012 年 10 月）、Ｐ165。   
179妹尾達彦「隋唐洛陽城の官人居住地」（『東洋文化研究所紀要』第百三十三冊、1997 年）、
Ｐ96。 






名前  洛陽住居の場所  関連詩文  
李紳（772—846） 宣教坊  「廉察東洛,初到洛阳,寓居宣教
里」 
孟郊 (751～814) 立徳坊  「立徳坊新居詩」 
元稹 (779～831) 履信坊  「微之履信新居多水竹」 




白居易 (772-846) 履道坊  「白氏履道里宅有池水可泛舟」
李 商 隠 (813- 約
858) 




李賀（790～816） 仁和里  「誰作送春曲、洛岸悲銅駝」 
韓愈（768～824） 瀍榖  「我家本瀍榖、有地介皋巩」 
王維 (701--761) 洛陽東北郊外  「洛陽女児対門居、才可容顔十
五余」 





裴度（765－839） 緑野堂  「裴侍中新修集賢宅成，池館甚
盛，數往遊宴，醉歸自戲耳」 
李徳裕（787- ） 平泉荘  『平泉山居草木記』 
































成 24 年 10 月）等がある。 






















































































                                                  




























































当春天地争奢華   春にあたって、天地奢華を争う 
146 
 




























                                                  
187和田浩平「韓愈と洛陽―元和年間初期に於ける吏隠の狭間」（『芸文研究』63、1993 年）、
Ｐ307。  






























                                                  



























































                                                  
190兪平伯『読詞偶得』（香港万里書店、 1959 年）、Ｐ16。  

























































                                                  





























































玉樹歌残王気終  玉樹の歌 残りて 王気終わる 
景陽兵合戍楼空  景陽 兵合わせて 戍楼空し 
松楸遠近千官家  松楸 遠近 千官の家 
禾黍高低六代宮  禾黍 高低 六代の宮 
石燕払雲晴亦雨  石燕 雲を払って 晴亦た雨 
江豚吹浪夜還風  江豚 浪を吹いて 夜還た風 
英雄一去豪華尽  英雄 一たび去って 豪華尽き 


















































































                                                  
























第五章 北宋における洛陽の文化表象  
―二程子の儒学の復興と洛陽の風土 
第一節 五代十国時代から北宋への洛陽  



















































                                                  
198佐原康夫「周礼と洛陽」『古代都市とその形制』（奈良女子大学 21 世紀ＣＯＥプログラ
ム報告集 Vol.14、2007 年 8 月）、P31。  




























                                                  



























                                                  
201佐原康夫「周礼と洛陽」舘野和己編『古代都市とその形制』（奈良女子大学ＣＯＥプロ
グラム、2007 年 8 月）、Ｐ31-47。 



























                                                  
























































                                                  
204宋・司馬光編著（胡三省注）『資治通鑑』巻 46 漢紀 38（中華書局、1997 年 11 月）、Ｐ
1485。資治通鑑につけられた注の中の白眉である。 

























                                                  



































































































                                                  
213葛兆光「洛陽与汴梁―文化重心与政治重心的分離」『中国思想史（第二巻）』（復旦大学
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 ─蘇轍                      
真宰無私妪煦同,洛花何事占全功? 
山河勢勝帝王宅,寒暑気和天地中。 






























                     ─北宋・李格非『洛陽名園記』 
以上からみると、北宋時代の洛陽風俗の特徴は詩、書など文化が盛んで、儒学
                                                  
218清•顧炎武「兩漢風俗」『日知録』巻十七（台北：明倫出版社、1970 年）、Ｐ377。 






























                                                  



























                                                  



























                                                  
222日原利国編『中国思想史（下）』（ぺりかん社、1987 年 7 月）、Ｐ13。 




























                                                  
224周宝珠「北宋時期の西京洛陽」（『史学月刊』2001 年第４期）、Ｐ111。  
225内藤湖南「東洋文化史研究・近代支那の文化生活」（『内藤湖南全集 第八巻』筑摩書房、
1969 年 8 月）など詳しい論述がある。  



























                                                  
227銭穆「二程学術述評」『中国学術思想史論叢』巻５、（安徽教育出版社、2004 年 7 月）、
Ｐ110。 
228これに関する先行研究は何俊「王学、洛学之消長与南宋理学的開始」（『浙江社会科学』




















































































                                                  
229小島毅『中国の歴史７（中国思想と宗教の奔流）』（講談社、2005 年 7 月）、Ｐ212。 






























                                                  























































                                                  
232方彦寿『朱熹書院輿門人考』（上海：華東師範大学出版社、2000 年７月）に詳細な考察
がある。 





























                                                  
234馮友蘭『中國哲學史』（北京：中華書局、1961 年）、Ｐ876。 



























                                                  
236陳寅恪「鄧廣銘〈宋史職官志考證〉序」、『陳寅恪先生文集』第２卷、（上海：上海古籍
出版社、1980 年）、Ｐ245。  
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終  章  

















































王朝  洛陽の首都（政治中心）期間  
二 里 頭 文 化 遺 跡 （ 夏 王
朝？）  
前 2000－前 1600 年 
                                                  
237出処は気賀澤保規編『洛陽学国際シンポジウム報告論文集 東アジアにおける洛陽の位
置』（汲古書院、2011 年 3 月）、Ｐ27。  
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偃 師 商 城 （ 殷 の 毫 ・ 西
毫？）  
前 1600－前 1300 年 
東周  前 770－前 256 年 
後漢  後 25－190 年（190 年に董卓に陥落） 
曹魏  220－265 年 
西晋  265－311 年（311 年に前趙劉聡に陥落） 
北魏  495－534 年 
隋  604－618 年（煬帝治世） 
唐  武周期 690－705 年（前後を包含 682－706 年）
安史軍（大燕）支配 755－757 年・759－762 年
904－907 年長安から遷都（朱全忠） 
五代・後梁  907－923 年、汴州（開封を東都）、洛陽を西都
五代・後唐  923－936 年、洛陽に首都機能復興の試み 
五代・晋・漢・周  936－960 年首都を開封、有司摂事を洛陽 
北宋  西京（分司）、洛学（宋学）の地 

















































































































































 歴代洛陽の文化表象の変遷         漢の文化のプロセス 
先秦時代：   天下の中心………………………（礼楽制度の形成）  
                           
両漢時代：   礼儀道徳…………………………（儒学国家の確立）  
                        
魏晋南北朝時代：文化の融合………………………（民族、思想、宗教の交渉）  
                
隋唐時代：   文化的なアイデンティティ……（文化の帰属感）  
                        
宋代：     儒学の復興………………………（漢文化の頂点）  
                        





































宋文人』（汲古書院、2012 年 10 月）は唐宋時代に洛陽と関わった文化人を中心、
塩沢祐仁の『千年帝都洛陽 その遺跡と人文・自然環境』（雄山閣、2010 年 1 月）、
郭引強の『洛陽大遺跡研究輿保護』（文物出版社、2009 年 10 月）、趙振華の『洛
陽古代銘刻文献研究』（三秦出版社、2009 年 12 月）は遺跡・文物を中心、張乃
翥，張成渝の『洛陽輿糸綢之路』（北京図書館出版社、2009 年 8 月）、邵如林『糸








化と洛陽経済』（中州古籍出版社、2001 年 9 月）と史善鋼の『河洛文化源流考』






                                                  
238『河洛文化源流考』の著者史善鋼は、「河洛文化とは、古代黄河と洛水合流する地域の
物質と精神文化の総合」と定義し、河洛文化は洛陽文化を含む、より広い概念としている。






























                                                  


































































図１：麗景門の表正面写真             Ｐ8 
図２：麗景門の裏写真               Ｐ8 
図３：洛陽付近歴代都城地勢変遷図         Ｐ32-33 
図４：「中」の文字の変遷イメージ          Ｐ41 
図５：歴代洛陽の文化表象の変遷イメージ図     Ｐ193 
図６：洛陽の五大都城遺跡見取り図         Ｐ197 
図７：二里頭遺跡発掘現場写真           Ｐ198 
 
 
表１：歴代王朝の洛陽の「天下の中心」に関する認識  Ｐ47-48 
表２：「両都賦」によって描かれた長安と洛陽      Ｐ57 
表３：詩に現れた地名に関する統計表         Ｐ102 
表４：中国各地で「洛陽」という言葉が入っている地名 Ｐ117-118 
表５：唐代洛陽に居住した文人名士          Ｐ139 
表６：洛陽の名所旧跡と懐古詩            Ｐ153 
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